
（3）館林市議会だより　　　（ 4. 8. 1 ）

補
正
予
算

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
＝

国
県
支
出
金
等
の
内
示
、
寄
附

金
の
受
入
に
伴
う
予
算
化
の
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
関
連
事
業
費
の
追
加

な
ど
、
早
急
に
予
算
措
置
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
補
正
す
る

た
め
、
２
億
５
６
５
７
万
４
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
９

７
億
３
６
５
７
万
４
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
議
案

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
＝

降
ひ
ょ
う
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
販
売
農
家
等
に
対
す
る
見

舞
金
を
予
算
化
す
る
と
と
も

に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
対
応
す

市道7250号線の現地調査

る
た
め
の
事
業
費
の
追
加
な
ど
、

早
急
に
予
算
措
置
を
要
す
る
も

の
に
つ
い
て
補
正
す
る
も
の
で
、

２
億
３
８
０
９
万
６
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
９
９
億
７

４
６
７
万
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
報
告
に

つ
い
て
＝
令
和
３
年
度
館
林
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

に
お
い
て
、
小
学
校
施
設
整
備

事
業
１
億
７
９
２
９
万
２
０
０

０
円
な
ど
合
計
12
億
４
８
４
３

万
７
０
０
０
円
を
繰
越
明
許
費

と
し
て
設
定
し
、
繰
越
計
算
書

の
と
お
り
令
和
４
年
度
に
繰
越

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算
の
繰
越
報
告
に

つ
い
て
＝
令
和
３
年
度
館
林
市

下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
建
設

改
良
費
の
７
２
１
６
万
円
２
０

０
０
円
を
繰
越
計
算
書
の
と
お

り
令
和
４
年
度
に
繰
越
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」「
館
林
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
議

案
２
件
で
、
採
決
の
結
果
は
、

２
議
案
と
も
全
員
一
致
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
安
心
課
よ
り
、

「
館
林
市
国
民
保
護
計
画
の
修

正
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
か
ら
推
薦

す
る
各
種
委
員
会
等
委
員
の
う

ち
、
社
会
教
育
委
員
に
渋
谷
理

津
子
議
員
を
、
館
林
市
ラ
ブ
ホ

テ
ル
等
施
設
環
境
会
議
委
員
に

渋
谷
理
津
子
議
員
、
斉
藤
晋
一

議
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま

し
た
。市

民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
議

案
１
件
で
、
審
査
で
は
、
委
員

か
ら
、
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

収
入
が
減
少
し
、
減
免
と
な
っ

た
件
数
は
、
市
全
体
で
ど
の
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
、
次
に
、
減

免
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
、
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
あ

っ
て
も
、
申
請
に
よ
り
減
免
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
な
ど

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
市

道
２
０
９
７
号
線
の
路
線
廃
止

に
つ
い
て
」「
市
道
７
２
５
０

号
線
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
」

「
市
道
７
２
５
０
号
線
の
路
線

認
定
に
つ
い
て
」「
市
道
７
０

７
５
号
線
の
路
線
認
定
に
つ
い

て
」「
市
道
８
５
０
４
号
線
の

路
線
認
定
に
つ
い
て
」
の
５
議

案
で
、
ま
ず
、
路
線
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
後
に
審
査
を
行
い
、

採
決
の
結
果
は
、「
市
道
７
２

５
０
号
線
の
路
線
廃
止
に
つ
い

て
」
及
び
「
市
道
７
２
５
０
号

線
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
」
の

２
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
ほ
か
の
３
議
案
に

つ
い
て
は
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
推
薦
す
る

各
種
委
員
会
等
委
員
の
う
ち
、

館
林
市
融
資
審
査
委
員
会
委
員

に
松
本
隆
志
議
員
、
柴
田
信
議

員
、
遠
藤
重
吉
議
員
を
、
館
林

市
空
家
等
対
策
協
議
会
委
員
に

斉
藤
貢
一
議
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。


